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高効率で高品位な金属酸化物ナノ粒子の工業的製造

従来の気相法では合成されたナノ粒子は大部分が気相中で再凝集してしまうが、急速冷
却にもとづく本法によれば以下の特徴をもつ高品位なナノ粒子が高効率で得られる。
1) 熱融合していない非凝集状態の高純度ナノ粒子
2) より高純度で結晶性が高いナノ粒子
3) 化学結合型複合ナノ粒子
4) 担持触媒粒子

ナノ粒子はサイズ効果に起因して表面活性が高いため、凝集してしまう欠点があるが、
ナノ粒子の特性を活かすためには、凝集させないことが必要である。

単純な操作で高純度・高結晶性のナノ粒子を製造できる火炎法において、チタニア、

シリカ、アルミナ、酸化亜鉛、酸化タングステン等の金属酸化物ナノ粒子を火炎で合成した直
後に、超音速ラバルノズルを用いて瞬時に急速冷却することで、生成金属酸化物ナノ粒子の
凝集化を防ぐことに成功した。

(1) 急速冷却による非凝集ナノ粒子の合成 (2) 急速冷却による化学結合型複合ナノ粒子の合成

(3) 急速冷却による担持触媒粒子の合成1 5 10 50 100 5000
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